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●日本の主な火山活動 
噴火したのは十勝岳、桜島、薩摩硫黄島、諏訪之瀬島の４火山であった。桜島、薩摩硫黄島、諏訪之瀬島

については従来からの山頂噴火が継続した。十勝岳についてはごく小規模な有色噴煙が観測されたものであ

る。 

伊豆東部火山群では、4月 24 日～5月 2日に地震活動が活発化した。 

三宅島の火山ガス（二酸化硫黄）の放出量は、2002 年秋以降、日量 3 千～1 万トン程度で概ね横ばい傾向

が続いている。 

阿蘇山では、規模の大きい土砂噴出は発生しなかったが、小規模な土砂噴出が継続しており、浅部の熱的

な活動が依然活発であった。 

霧島山では御鉢火口で活発な噴気活動が続いている。 

口永良部島では中旬に一時、火山性微動がやや多く発生した。 

以下、噴火した火山（▲）や観測データ等に変化のあった火山（●）の主な活動について解説する。（◇は、

その他記事を掲載した火山） 

また、期間中に発表した火山情報は末尾のとおりである。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

各火山の活動解説 

 

火山名の後の［噴火・爆発・噴煙・噴気・地震・

微動・空振・地殻変動・熱・火山ガス等］は、掲載

した理由となった火山現象を示す。 

 

▲ 十勝岳 [噴煙・微動] 

有色噴煙が観測された。 

4 月 9 日、12 日及び 19 日に振幅の小さな火山性

微動が観測された（火山性微動が観測されたのは 2

月 25～26 日以来）。19 日には 10 時頃から振幅の小

さな火山性微動が観測され約 40 分間継続した。こ

の間 10 時 10 分頃からは 62-2 火口の噴煙が有色に

変わり、強風のため火口縁上 100～200ｍの高さで

東または北東に流されていた（図２）。噴煙の勢い

や高さは通常と比べて変化なく、12 時頃には白色

の状態に戻った。噴煙が有色になったのは少量の火

山灰が混ざった状態となったためと推定される。 

表１ 過去１年間に活動があった火山等 

（※：気象庁職員が山頂付近で作業を行った際に、山頂付近に限定されると思われ

る微弱な降灰を確認した。これまでにも同様の現象はあったものと思われる。） 

（①②等の丸数字は今期間の

火山活動度レベル） 

図１ 今回記事を掲載した火山 
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火山性微動や有色噴煙発生の前後で火山性地震

の増加は見られず、空振計にも変化は認められず、

地殻変動にも特段の変化は見られなかった。 

なお、9 日及び 12 日は 62-2 火口付近が雲に覆わ

れていたため噴煙の状況は確認できなかった。 

十勝岳では、同様な現象が 2 月 25 日～26 日に発

生しているが、これらの現象は、地震活動等の状況

から見て、本格的なマグマ活動に起因したものでは

なく、浅部における地下水や火山ガスの関与した小

規模な現象と考えられ、今後も同様の現象は繰り返

す可能性がある。 

22 日に実施した火口調査で、62-2 火口周辺にわ

ずかな降灰の痕跡が認められた。この降灰は、２～

４月に観測された有色噴煙によるものと推察され

る。なお、火口周辺で採取した火山灰を北海道大学

が分析した結果、火山灰には新鮮なマグマ片は含ま

れていなかった。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

● 浅間山 [地震・微動・熱] 

火山活動度レベルは２（やや活発な火山活動）で

あった。 

2000 年 9 月以降、微小な地震の発生回数がやや

多い状態が継続し、特に 2003 年 6 月末頃からは回

数がさらに多くなっている。今期間の 1日あたりの

回数は 10～125 回程度、月回数は 1,638 回で、前期

間（月回数 962 回）より増加し依然として多い状態

であった。 

また、2003 年 4 月以降、火山性微動の発生回数

が多い状態にあり、今期間の月回数は 40 回で前期

間（12 回）から増加した。いずれの火山性微動も、

振幅が小さく、継続時間が短い規模の小さなもので、

これらの発生に伴い噴煙活動等に変化はなかった。 

4 月 26 日に気象研究所・軽井沢測候所が実施し

た火口の観測によると、火口内の形状は、前回の観

測(2003 年 10月)に比べて大きな変化はみられなか

った。赤外熱映像装置による火口内の温度観測では、

最高が 423℃と、2003 年 5 月の同 642℃に比べると

下がってはいるが、依然高い状態であった。 

群馬県林務部が火口縁に設置している赤外カメ

ラによれば、山頂火口内の噴気孔周辺では、2002

年 6 月の火山活動活発化以降、高温部が確認されて

きたが、時折、一時的にその面積が拡大する現象が

見られたものの昨年の夏頃に見られていた同様の

現象と比較すると面積は狭いものであり、全体とし

ては高温部の面積は徐々に縮小してきている。また、

噴煙活動も 1998～2000 年頃の落ち着いた状態に戻

りつつある。 

 

● 伊豆東部火山群 [地震・地殻変動] 

地震活動が一時活発になった。 

4 月 24 日 20 時頃から伊東周辺で地震活動が活発

化し、28 日未明には一旦収まったものの、同日 20

時頃からやや北部の宇佐美沖で増加し、5月 2 日ま

で続いた（図３）。広域の地震観測網によると、最

も規模の大きな地震は 28 日 23 時 18 分頃に宇佐美

沖で発生した M（マグニチュード）2.0（暫定値）

であった。震度 1 以上を観測した地震はなかった。

この地震活動の発生当初から、東伊豆に設置された

体積 歪
ひずみ

計に縮みの変化が見られた。火山性微動や

低周波の地震等は観測されなかった。 

図２ 4月19日10時45分頃の噴煙の状況（62-2

火口の北北西約 6ｋｍに設置した高感度カメラ

による） 

噴煙の勢いや高さは通常と変わりないが、火

山性微動発生の約 10 分後に白色から火山灰混

じりの有色に変わった。 
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◇ 伊豆大島 

火山活動度レベルは１（静穏な火山活動）であっ

た。 

地震活動、噴煙活動ともに静穏で、地殻変動等の

その他の観測データにも異常な変化はなく、火山活

動は落ち着いた状態が続いた。 

 

● 三宅島 [噴煙・火山ガス・微動] 

多量の二酸化硫黄の放出が続いた。 

噴煙活動は引き続き活発で、白色噴煙が山頂火口

から連続的に噴出していた。期間中の噴煙の高さの

最高は火口縁上 1,000ｍであった（前期間の最高も

図３ 伊豆東部火山群 4 月 23 日～5月 2 日の地震の震央分布図（広域の地震観測網による）（左）

及び時間別発生状況（右） 

図４ 三宅島 二酸化硫黄の放出量（日量に換算）（2000 年 8 月～2004 年 4

月）。最盛期の 2000 年秋～冬にかけては日量５万トンを超えることもあ

った。2001 年以降は長期的には低下傾向が続いているが、2002 年秋以

降は日量３千～１万トン程度でほぼ横ばいとなっている。 
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1,000ｍ）。上空からの観測 1)では、噴煙活動や火口

内の地形等の状況に大きな変化は見られなかった。

同時に行った二酸化硫黄の放出量の観測によると、

日量 5,600～14,400 トンと依然として多い状態で

あった（図４）。 

山頂直下では、振幅の小さいやや低周波地震の活

動が2003年4月以降活発な状態で推移しているが、

今期間は月回数 293 回と少ない状態で推移した（前

期間の月回数は 3781 回で一時多発した）。 

4 月 4 日には連続微動の振幅が 10 数分間程度間

欠的に増大する現象が見られた。このような現象は

2003年8月、9月及び前期間にも観測されているが、

火山性微動の振幅増大に際して、噴煙活動等他の観

測データに変化は観測されていない。 

全磁力の連続観測では特に変化は見られず、地下

の熱的な状態に大きな変化はないものと考えられ

る。また、GPS による地殻変動観測では、2003 年 6

月頃から始まった三宅島の収縮傾向が継続してい

る。 

1) 4 月 1 日及び 8 日に航空自衛隊及び警視庁の協力により気

象庁が実施。 

 

● 福徳岡ノ場 [変色水] 

4 月 30 日に海上保安庁第三管区海上保安本部が

行った上空からの観測によると、福徳岡ノ場から南

西方向に、長さ 1km、幅 30～50ｍの黄緑色の変色水

が確認された。軽石等の漂流物は見られなかった。

なお、同庁が 13 日に行った観測では、変色水等は

確認されなかった。 

 

● 阿蘇山 [熱・土砂噴出・微動] 

火山活動度レベルは２（やや活発な火山活動）で

あった。 

中岳第一火口では、2004 年 1 月 14 日に規模の大

きな土砂噴出が発生して以降、湯だまり 2)内で高さ

約 5ｍの土砂噴出が断続的に発生している。湯だま

りの表面温度は約 70～80℃と依然として高い値で

推移し、湯だまり量は浅部の熱活動の高まりを反映

して約 3割と少ない状態で推移した。湯だまり南西

縁の噴気孔からは勢いよく噴気を噴出し、下旬には

噴気音がやや大きくなった。 

噴煙の状況は、今期間を通じて白色で、噴煙の高

さは火口上50～500ｍと通常に比べ変化はなかった。 

火山性微動については、継続時間の長いものが期

間の始めから断続的に発生し、4 月 12 日以降は連

続して発生している。孤立型微動は 2003 年 9 月か

ら多発しており、今期間の回数は 2,724 回（前期間

は 2,983 回）で依然としてやや多い状態である。 

その他、Ａ型地震及びＢ型地震の発生は少なく、

ＧＰＳによる地殻変動観測では火山活動に起因す

る変化は見られなかった。 

2) 湯だまり：活動静穏期の中岳第一火口内には、地下水な

どを起源とする約 50～60℃の緑色のお湯がたまっており、

これを湯だまりと呼んでいる。火山活動が活発化するにつ

れ、湯だまり温度が上昇・噴湯して湯量の減少がみられ、

その過程で土砂を噴き上げる土砂噴出現象等が起こり始

めることが知られている。 

 

◇ 雲仙岳 

火山活動度レベルは１（静穏な火山活動）であっ

た。 

地震活動、噴煙活動ともに静穏で、地殻変動等そ

の他の観測データにも異常な変化はなく、火山活動

は落ち着いた状態が続いた。 

 

● 霧島山 [噴気] 

 御鉢火口の噴気活動の活発な状態が続いた。 

御鉢火口内で2003年12月に確認された噴気孔か

らの噴気活動が依然として活発で、遠望カメラで火

口縁上50～500ｍまで上がる噴気が時々観測された。

火山性微動は観測されなかった。 

新燃岳付近の火山活動は静穏な状態であった。 

 

▲ 桜島 [噴火・爆発] 

火山活動度レベルは２（比較的静穏な噴火活動）

であった。 

期間中の噴火は 4 月 17 日、25 日及び 28 日に各 1

回で、桜島としては比較的静穏な火山活動であった。

噴煙の最高高度は 17 日 13 時 28 分の噴火による

1,700ｍ（灰白色）であった。 

5 月 1 日 20 時 03 分に爆発が発生した (爆発の発

生は 2月 20 日以来)。夜間のため噴煙の高さは不明

であったが、噴石が 6合目まで飛散するのが観測さ

れた。 
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鹿児島地方気象台（南岳の西南西約 11km）では、

昨年 11 月 19 日を最後に降灰は観測されていない。 

 

▲ 薩摩硫黄島 [降灰・微動] 

小規模な山頂噴火が発生し、降灰があった。 

三島村役場硫黄島出張所によると、4 月 15 日、18

日、19 日、29 日及び 30 日に集落（硫黄岳の西南西

約 3km）で少量の降灰が確認された。振幅の小さい

連続微動が 2 日～7 日及び 9 日～10 日に発生した。 

 

● 口永良部島 [地震・微動] 

2004年2月2日に微小な地震が多発して以降消長

を繰り返していた地震活動は、前期間の後半から今

期間にかけて少ない状態で推移した。今期間の地震

回数は 61 回（前期間は 196 回）であった。 

また、規模の小さな火山性微動は 4 月 14～16 日

にかけてやや多く発生し（14 日：4 回、15 日：14

回、16 日：6回）、月回数は 29 回（前期間は 10 回）

とやや増加した。 

 

▲ 諏訪之瀬島 [噴火・爆発・微動] 

爆発的噴火が一時多発した。 

 4 月 28 日～5月 2 日に活動が活発になり、噴火を

43 回観測した。その内 40 回は爆発的噴火で、5 月

1 日には 35 回（全て爆発的噴火）と多発した。遠

望カメラによると、期間中の噴煙の高さの最高は火

口縁上 1,000ｍ（灰白色）であった。 

十島村役場諏訪之瀬島出張所によると、28 日、

29 日及び 5 月 1 日に多量の火山灰を含んだ噴煙を

上げているのを確認し、1日朝には爆発音や鳴動が

確認された。集落（御岳の南南西約 4km）では降灰

はなかった。 

 火山性微動は、28 日に多発し、以後断続的に発

生した。特に 30 日夜～1 日夜にかけて約 26 時間連

続した。 

 

 

表２ 2004 年 4 月の火山情報発表状況 

火山名 情報の種類と号数 発 表 日 時 概             要 

三宅島 
火山観測情報第 180 号 

↓（１日２回発表） 

火山観測情報第 239 号 

１日 09 時 30 分

↓ 

30 日 16 時 30 分

活動経過ほか（噴煙・地震・微動・空振・火山ガス・地殻変動

の状況、上空からの観測結果、及び上空の風・火山ガスの移動

予想）。 

火山観測情報第 22 号 2 日 11 時 10 分
火山活動は引き続きやや活発（連続微動時々発生、小規模な土

砂噴出多数発生、湯だまりの高温状態継続）。レベルは２。 

火山観測情報第 23 号 9 日 11 時 30 分
火山活動は引き続きやや活発（連続微動発生、小規模な土砂噴

出多数発生、湯だまりの高温状態継続）。レベルは２。 

火山観測情報第 24 号 16 日 11 時 00 分
火山活動は引き続きやや活発（連続微動発生、小規模な土砂噴

出多数発生、湯だまりの高温状態継続）。レベルは２。 

火山観測情報第 25 号 23 日 11 時 00 分

火山活動は引き続きやや活発（孤立型微動やや多く発生、連続

微動発生、小規模な土砂噴出多数発生、湯だまりの高温状態継

続）。レベルは２。 

阿蘇山 

火山観測情報第 26 号 30 日 11 時 10 分

火山活動は引き続きやや活発（孤立型微動やや増加、連続微動

発生、小規模な土砂噴出多数発生、湯だまりの高温状態継続）。

レベルは２。 

火山観測情報第 19 号 2 日 15 時 10 分 御鉢のやや活発な噴気活動継続。 

火山観測情報第 20 号 9 日 15 時 00 分 御鉢の噴気活動は消長を繰り返している。 霧島山 

火山観測情報第 21 号 23 日 11 時 10 分 御鉢の噴気活動は消長を繰り返している。 

火山観測情報第 3号 2 日 13 時 00 分 やや活発な火山活動継続（集落で降灰を時々確認）。 
薩摩硫黄島 

火山観測情報第 4号 9 日 11 時 00 分 火山性微動が収まる。 

 



<<
  /ASCII85EncodePages false
  /AllowTransparency false
  /AutoPositionEPSFiles true
  /AutoRotatePages /None
  /Binding /Left
  /CalGrayProfile (Dot Gain 20%)
  /CalRGBProfile (sRGB IEC61966-2.1)
  /CalCMYKProfile (U.S. Web Coated \050SWOP\051 v2)
  /sRGBProfile (sRGB IEC61966-2.1)
  /CannotEmbedFontPolicy /Error
  /CompatibilityLevel 1.4
  /CompressObjects /Tags
  /CompressPages true
  /ConvertImagesToIndexed true
  /PassThroughJPEGImages true
  /CreateJDFFile false
  /CreateJobTicket false
  /DefaultRenderingIntent /Default
  /DetectBlends true
  /ColorConversionStrategy /LeaveColorUnchanged
  /DoThumbnails false
  /EmbedAllFonts true
  /EmbedJobOptions true
  /DSCReportingLevel 0
  /EmitDSCWarnings false
  /EndPage -1
  /ImageMemory 1048576
  /LockDistillerParams false
  /MaxSubsetPct 100
  /Optimize true
  /OPM 1
  /ParseDSCComments true
  /ParseDSCCommentsForDocInfo true
  /PreserveCopyPage true
  /PreserveEPSInfo true
  /PreserveHalftoneInfo false
  /PreserveOPIComments false
  /PreserveOverprintSettings true
  /StartPage 1
  /SubsetFonts true
  /TransferFunctionInfo /Apply
  /UCRandBGInfo /Preserve
  /UsePrologue false
  /ColorSettingsFile ()
  /AlwaysEmbed [ true
  ]
  /NeverEmbed [ true
  ]
  /AntiAliasColorImages false
  /DownsampleColorImages true
  /ColorImageDownsampleType /Bicubic
  /ColorImageResolution 300
  /ColorImageDepth -1
  /ColorImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeColorImages true
  /ColorImageFilter /DCTEncode
  /AutoFilterColorImages true
  /ColorImageAutoFilterStrategy /JPEG
  /ColorACSImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /ColorImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /JPEG2000ColorACSImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /JPEG2000ColorImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /AntiAliasGrayImages false
  /DownsampleGrayImages true
  /GrayImageDownsampleType /Bicubic
  /GrayImageResolution 300
  /GrayImageDepth -1
  /GrayImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeGrayImages true
  /GrayImageFilter /DCTEncode
  /AutoFilterGrayImages true
  /GrayImageAutoFilterStrategy /JPEG
  /GrayACSImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /GrayImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /JPEG2000GrayACSImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /JPEG2000GrayImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /AntiAliasMonoImages false
  /DownsampleMonoImages true
  /MonoImageDownsampleType /Bicubic
  /MonoImageResolution 1200
  /MonoImageDepth -1
  /MonoImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeMonoImages true
  /MonoImageFilter /CCITTFaxEncode
  /MonoImageDict <<
    /K -1
  >>
  /AllowPSXObjects false
  /PDFX1aCheck false
  /PDFX3Check false
  /PDFXCompliantPDFOnly false
  /PDFXNoTrimBoxError true
  /PDFXTrimBoxToMediaBoxOffset [
    0.00000
    0.00000
    0.00000
    0.00000
  ]
  /PDFXSetBleedBoxToMediaBox true
  /PDFXBleedBoxToTrimBoxOffset [
    0.00000
    0.00000
    0.00000
    0.00000
  ]
  /PDFXOutputIntentProfile ()
  /PDFXOutputCondition ()
  /PDFXRegistryName (http://www.color.org)
  /PDFXTrapped /Unknown

  /Description <<
    /ENU (Use these settings to create PDF documents with higher image resolution for high quality pre-press printing. The PDF documents can be opened with Acrobat and Reader 5.0 and later. These settings require font embedding.)
    /JPN <FEFF3053306e8a2d5b9a306f30019ad889e350cf5ea6753b50cf3092542b308030d730ea30d730ec30b9537052377528306e00200050004400460020658766f830924f5c62103059308b3068304d306b4f7f75283057307e305930023053306e8a2d5b9a30674f5c62103057305f00200050004400460020658766f8306f0020004100630072006f0062006100740020304a30883073002000520065006100640065007200200035002e003000204ee5964d30678868793a3067304d307e305930023053306e8a2d5b9a306b306f30d530a930f330c8306e57cb30818fbc307f304c5fc59808306730593002>
    /FRA <>
    /DEU <>
    /PTB <>
    /DAN <>
    /NLD <>
    /ESP <>
    /SUO <>
    /ITA <>
    /NOR <>
    /SVE <>
    /KOR <>
    /CHS <FEFF4f7f75288fd94e9b8bbe7f6e521b5efa76840020005000440046002065876863ff0c5c065305542b66f49ad8768456fe50cf52068fa87387ff0c4ee575284e8e9ad88d2891cf76845370524d6253537030028be5002000500044004600206587686353ef4ee54f7f752800200020004100630072006f00620061007400204e0e002000520065006100640065007200200035002e00300020548c66f49ad87248672c62535f0030028fd94e9b8bbe7f6e89816c425d4c51655b574f533002>
    /CHT <FEFF4f7f752890194e9b8a2d5b9a5efa7acb76840020005000440046002065874ef65305542b8f039ad876845f7150cf89e367905ea6ff0c9069752865bc9ad854c18cea76845370524d521753703002005000440046002065874ef653ef4ee54f7f75280020004100630072006f0062006100740020548c002000520065006100640065007200200035002e0030002053ca66f465b07248672c4f86958b555f300290194e9b8a2d5b9a89816c425d4c51655b57578b3002>
  >>
>> setdistillerparams
<<
  /HWResolution [2400 2400]
  /PageSize [612.000 792.000]
>> setpagedevice


